
1．発刊にあたって

1）会長挨拶
＼関森道子氏・調布市（平成26年～）

「ぎんなんネット　30年の歩み　記念誌発刊によせて」

この度、ぎんなんネットは、昭和59年に設立し、おかげさまで30年が経ち

ました。当時は、「東京都農家女性グループ連絡研究会」という名称で活動し、

江戸川区からハ王子市まで総勢238名の会員がおりました。ぎんなんネットと

いう名称は、東京都のロゴマークのイチョウの葉に因み、実のある会になればと

いう思いで「ぎんなん」、そしてお互いネットワークができたらという願いで平

成12年に名づけられました。

会員は農家のお嫁さんが多く、お互い同じ立場のためか悩みや苦労も共通す

る点が多く、会合に出席した帰りは爽やかな気分で、二コ二コ顔になれる場所に

なりました。ある定例会の時、会員より東京でも農作業事故が多いとの発言があ

りました。わたし達にも何かできることはないかと考えていたところ、酪農家の

仲間がロープで編んだお守りを考案してくれました。一日の農作業が無事終わ

り自宅に戻れますようにという願いを込めて作っています。このお守りは「東京

ハッピーリング」と名づけ日本農業新聞紙上に掲載され、たいへんな反響があり

ました。お守りは、今も農家の万へ配り続けています。

ここ数年、農業をとりまく環境も大きく変わりました。気候変動、都市農地の

保全と多面的な活用、そしてSDGsへの取組へと・・・記念誌発行を機に会の

歩みを振り返った時、諸先輩の発言で「時々刻々と情勢は変わるけれど、ぎんな

んネットの仲間が集い、自信を高めながら進んでいきたいものです」というのが

ありました。これからも皆様のご助言をいただきながら、東京農業を担う仲間と

共に学び工夫し、実りある会を目指し邁進していく所存でございます。

この記念誌も会員が昔をなつかしみながら、年中行事やおやつ作りなどをつ

つりました。未来に続く記念誌になればと願っております。

記念誌発行のために大変お忙しい中、ご尽力くださいました関係者の皆々様

方、また会員の皆さん、たいへんお世話になりましてありがとうございました。

深く感謝申し上げます。
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